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令和４年

４月 号

No,４００

三
月
三
日
の
桃
の
節
句
。

女
子
の
健
や
か
な
成
長
と
健

康
を
願
う
ひ
な
祭
り
。

今
年
は
青
空
ル
ー
ム
に
雛
壇

を
飾
り
、
お
雛
様
、
お
内
裏

様
と
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。
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令
和
四
年
度

障
害
者
支
援
施
設

星
光
園

事
業
計
画
書

・
運
営
の
基
本
方
針

社
会
福
祉
法
人
北
斗
会
の
基
本
理
念

福
祉
と
は
生
活
権
の
問
題
で
あ
る

全
人
格
と
全
人
権
を
常
に
考
え
よ

処
し
て
止
ま
ら
ず

取
り
て
む
さ
ぼ
ら
ず

自
己
の
職
業
に
奉
仕
す
る
事
に
徹
し
よ
う

こ
の
精
神
を
基
本
方
針
と
す
る
。

・
総
合
的
サ
ー
ビ
ス
目
標

①
個
人
の
意
思
を
尊
重
し
た
支
援
の
提
供

②
相
談
支
援
事
業
の
拡
充

③
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
取
組
み

④
す
ご
し
や
す
さ
・
働
き
や
す
さ
の
充
実

⑤
利
用
者
・
職
員
の
健
康
の
確
保

⑥
施
設
機
能
を
生
か
し
た
地
域
へ
の
貢
献

・
各
種
サ
ー
ビ
ス
目
標

一
、
個
別
支
援
計
画
の
充
実

サ
ー
ビ
ス
管
理
室
を
中
心
に
、
利
用
者
個
々
の

サ
ー
ビ
ス
管
理
を
行
う
。
ま
た
、
三
ヶ
月
ご
と
の
検

討
会
を
行
い
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
定
期

的
な
個
別
支
援
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。

二
、
相
談
支
援
事
業
の
拡
充

天
草
市
の
委
託
事
業
『
天
草
北
地
域
障
が
い
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー

ぽ
ら
り
す
』
で
は
二
十
四
時
間
体
制

に
て
天
草
北
部
地
域
の
障
が
い
相
談
支
援
の
中
核
と
し

て
の
役
割
を
担
う
。
ま
た
『
特
定
相
談
支
援
事
業
所

ほ
ほ
え
み
』
も
引
き
続
き
計
画
相
談
を
中
心
に
実
施
す

る
。
相
談
支
援
専
門
員
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
ラ
ン
ス
に
配

慮
す
る
と
と
も
に
、
昨
年
育
成
に
至
ら
な
か
っ
た
新
た

な
相
談
支
援
専
門
員
の
増
員
を
目
指
す
。

三
、
委
員
会
に
よ
る
各
種
行
事
の
実
施

今
年
度
も
感
染
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
可
能
な
限
り

各
種
行
事
を
開
催
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
利
用
者

の
意
向
を
尊
重
し
た
事
業
・
イ
ベ
ン
ト
・
行
事
を
行
う
。

そ
の
際
は
小
グ
ル
ー
プ
・
少
人
数
で
の
活
動
を
基
本
と

し
、
健
康
・
衛
生
面
の
安
全
が
確
保
さ
れ
る
ま
で
は
大

人
数
で
の
活
動
は
控
え
る
こ
と
と
す
る
。

四
、
権
利
擁
護
の
遵
守
と

権
利
侵
害
・
虐
待
防
止
法
へ
の
理
解
促
進

障
害
者
虐
待
防
止
研
修
は
虐
待
防
止
委
員
会
・
身
体

拘
束
廃
止
委
員
会
や
研
修
・
改
善
委
員
会
主
導
の
も
と

年
一
回
以
上
の
内
部
研
修
を
開
催
す
る
。
外
部
研
修
に

つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
受
け
て
い
な
い
職
員
が
参
加
、
そ

の
際
の
伝
達
研
修
も
開
催
し
障
害
者
の
虐
待
防
止
・
権

利
擁
護
の
再
確
認
を
行
う
。
ま
た
定
期
的
に
身
障
協
の

虐
待
防
止
に
係
る
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
職
員
の

日
々
の
行
動
の
振
り
返
り
と
す
る
。

五
、
職
員
の
質
の
向
上
へ
の
努
力

（
各
種
研
修
会
の
実
施
と
参
加
）

全
社
協
、
県
社
協
、
経
営
協
、
各
行
政
機
関
等
が
行

う
各
種
研
修
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
を
含
む
）
へ
積
極
的
に

参
加
す
る
。
施
設
内
研
修
と
し
て
は
研
修
・
改
善
委
員

会
を
中
心
に
、
身
障
協
が
作
成
し
た
『
個
別
支
援
の

実
現
に
向
け
た
ケ
ア
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
令
和
新
版
』
を

使
用
し
た
研
修
を
行
う
。
ま
た
、
身
障
協
独
自
の
認
定

シ
ス
テ
ム
（
Ｑ
Ｏ
Ｓ
）
の
導
入
を
目
指
す
。

六
、
業
務
の
効
率
化
・
安
全
性
の
向
上
の
た
め
の

福
祉
用
具
の
活
用

タ
ブ
レ
ッ
ト
や
記
録
シ
ス
テ
ム
、
介
助
リ
フ
ト
等
必

要
な
福
祉
機
器
に
つ
い
て
も
介
護
現
場
の
状
況
を
鑑
み

導
入
可
能
な
限
り
導
入
す
る
。

七
、
働
き
方
に
合
わ
せ
た
労
務
管
理

働
き
方
改
革
関
連
法
に
基
づ
き
、
時
間
外
労
働
、
年

次
休
暇
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
な
ど
確
実
に
実
施
で
き

る
よ
う
規
程
等
の
順
守
を
促
す
。
ま
た
、
就
労
者
の
希

望
に
合
わ
せ
た
労
働
時
間
に
配
慮
し
、
そ
れ
に
合
わ
せ

た
賃
金
体
系
の
見
直
し
を
行
う
。

八
、
利
用
者
・
職
員
の
健
康
の
確
保

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
を
含
む
感
染
症
防
止
対
策
を
徹

底
す
る
。
基
本
的
な
感
染
症
対
策
を
基
本
と
し
、
産
業

医
や
嘱
託
医
か
ら
の
指
導
・
助
言
の
も
と
、
地
域
の
状

況
に
合
わ
せ
た
感
染
症
対
策
を
行
う
。
ま
た
、
可
能
な

限
り
早
期
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
利
用
者
・
職
員
に
実
施

す
る
。
そ
の
際
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

お
け
る
副
反
応
等
を
考
慮
し
利
用
者
・
職
員
の
接
種
の

同
意
も
確
認
す
る
。

職
員
に
関
し
て
は
労
働
災
害
防
止
の
た
め
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
・
腰
痛
防
止
策
を
講
ず
る
。
ま
た
セ
ク
ハ
ラ
・

パ
ワ
ハ
ラ
・
モ
ラ
ハ
ラ
防
止
、
定
期
的
に
『
障
害
者
虐

待
防
止
の
手
引
き
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
』
に
よ
る
チ
ェ
ッ

ク
を
実
施
し
、
安
全
衛
生
委
員
会
に
よ
る
課
題
の
解

決
・
改
善
に
つ
な
げ
る
。



お
か
げ
さ
ま
で
四
〇
〇
号

施
設
長

金
澤
武
典

星
光
園
広
報
機
関
誌
月
刊
『
ま
ど
か
』
は
本
号
で

創
刊
四
〇
〇
号
の
発
刊
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
ご
寄
稿
い
た
だ
く
利
用
者
の
皆
様
、

歴
代
広
報
委
員
で
あ
る
利
用
者
・
職
員
、
そ
し
て
読

ん
で
い
た
だ
く
保
護
者
・
関
係
各
位
の
お
か
げ
と
改

め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

顧
み
ま
す
と
第
一
号
が
創
刊
さ
れ
た
の
が
昭
和
五
十

四
年
四
月
、
今
か
ら
四
十
三
年
前
と
な
り
ま
す
。
当

時
は
Ｂ
五
版
の
一
面
の
み
の
紙
面
で
ガ
リ
版
印
刷
。

ヤ
ス
リ
版
の
上
で
原
紙
に
鉄
筆
で
文
章
を
書
き
、
そ

れ
を
元
に
謄
写
版
で
ロ
ー
ラ
ー
を
使
い
藁
半
紙
に
複

写
し
て
い
く
ス
タ
イ
ル
で
し
た
。

内
容
も
当
時
の
園
長
挨
拶
、
年
度
の
行
事
計
画
の
み

と
い
う
簡
素
な
も
の
で
し
た
が
、
手
書
き
な
ら
で
は

の
味
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、
ワ
ー
プ
ロ
と
輪
転
機
の

導
入
に
よ
り
原
稿
書
き
は
手
軽
に
な
り
、
印
刷
枚
数

は
飛
躍
的
に
増
え
ま
し
た
。

平
成
八
年
十
二
月
発
行
の
百
号
の
頃
に
は
パ
ソ
コ
ン

の
導
入
が
進
み
、
平
成
十
七
年
四
月
の
二
百
号
の
頃

は
カ
ラ
ー
印
刷
が
定
番
と
な
り
ま
し
た
。
輪
転
機
の

印
刷
に
比
べ
大
変
見
や
す
い
紙
面
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
で
は
利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
寄
稿
も
デ
ー
タ

に
よ
る
も
の
で
、
時
代
の
流
れ
を
強
く
感
じ
ま
す
。

令
和
二
年
二
月
か
ら
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
北
斗

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
も
公
開
さ
れ
、
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ホ
か
ら
も
簡
単
に
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

時
代
が
変
わ
り
道
具
や
媒
体
が
変
わ
っ
て
も
、
施

設
に
お
け
る
出
来
事
や
予
定
、
利
用
者
の
声
を
発
信

し
て
い
く
と
い
う
『
ま
ど
か
』
の
役
目
は
今
後
も
変

わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
星
光
園
機
関

誌
と
し
て
発
行
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
末
永
く
お

つ
き
あ
い
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

第
一
号
か
ら
節
目
と
な
る
一
〇
〇
号
ご
と
の
表
紙
を

掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
ご
笑
覧
下
さ
い
。

九
、
安
心
・
安
全
の
た
め
の
施
設
づ
く
り

災
害
に
的
確
に
対
応
す
べ
く
、
定
期
的
な
防
災
訓
練

を
実
施
。
訓
練
の
際
に
は
地
域
消
防
署
や
消
防
団
と
の

連
携
を
は
か
る
。
ま
た
法
人
内
各
施
設
間
で
防
災
連
携

の
確
認
を
行
い
、
施
設
が
被
災
し
て
も
他
施
設
が
援
助

で
き
る
体
制
を
と
る
。
こ
の
他
、
天
草
市
の
福
祉
避
難

所
と
し
て
地
域
防
災
の
一
助
と
な
る
。
災
害
対
応
や
感

染
症
対
応
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ(

事
業
継
続
計
画)

を
作
成
し
、
そ

れ
に
則
っ
た
非
常
時
の
対
応
を
行
う
。
車
両
の
運
転
を

行
う
職
員
に
は
安
全
運
転
管
理
者
選
任
事
業
所
で
あ
る

こ
と
の
自
覚
を
促
し
、
安
全
運
転
の
指
導
・
注
意
喚
起

と
運
転
前
の
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
カ
ー
に
よ
る
運
転
可

否
の
判
断
を
行
う
。

十
、
福
祉
に
対
す
る
理
解
の
促
進

実
習
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
学
校
教
育
へ
の
協
力
を

積
極
的
に
受
入
れ
、
地
域
住
民
の
福
祉
に
対
す
る
理
解

を
促
進
し
福
祉
文
化
の
醸
成
に
取
り
組
む
。
尚
、
受
け

入
れ
に
際
し
て
は
基
本
的
な
感
染
症
対
策
の
徹
底
を
前

提
と
す
る
。

十
一
、
法
人
創
設
五
十
五
周
年
記
念
事
業
へ
の
協
力

創
立
記
念
事
業
実
行
委
員
会
の
も
と
、
記
念
式
典
の

準
備
・
運
営
に
協
力
す
る
。

冬季ボウリング大会

一
位蓮

田
ゆ
か
り

様

二
位宮

下

智
明

様

三
位宮

下

聡
明

様

お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。👏

ボウリング大会が始まると、「ストラ

イク！」「ざんね～ん」の声が響き賑

やかな時間が始まります。





by  H
iro

shi O
kitu

「
激
論
」

気
が
つ
け
ば
、
今
月
号
で
「
ま
ど
か
」
は
、
四
〇

〇
号
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
が
長
い
の
か
、
短
い
の
か

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
一
年
間
で
十
二
号
ず
つ
で
す
か

ら
、
四
〇
〇÷

十
二
で
三
十
三
年
と
四
カ
月
に
な
り

ま
す
。

一
人
の
人
間
が
生
ま
れ
て
、
大
人
に
な
る
期
間
続

い
て
る
と
思
え
ば
、
長
く
感
じ
ま
す
。
平
成
元
年
と

か
平
成
二
年
ご
ろ
か
ら
「
ま
ど
か
」
は
始
ま
っ
た
ん

で
す
ね
。

実
は
、
四
〇
〇
号
に
な
る
と
教
え
て
く
れ
た
の
は

I
K
K
E
I

改
め
「
イ
ッ
ケ
ー
」
さ
ん
で
し
た
。

イ
ッ
ケ
ー
さ
ん
と
言
え
ば
、
先
々
月
号
で
ち
ょ
っ

と
ふ
れ
た
「
激
論
」
の
こ
と
で
す
。

激
論
と
い
っ
て
も
、
朝
ま
で
討
論
し
た
わ
け
で
な

く
、
イ
ッ
ケ
ー
さ
ん
の
休
み
時
間
に
二
～
三
分
話
し

た
だ
け
で
す
。

世
界
で
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
ロ
シ
ア
の
暴
走

な
ど
で
大
変
で
す
が
、
こ
ん
な
時
に
と
言
う
か
、
こ

ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
北
朝
鮮

の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
実
験
で
す
。

イ
ッ
ケ
ー
さ
ん
と
の
激
論
は
、
こ
の
こ
と
で
す
。

弾
道
ミ
サ
イ
ル
は
、
発
射
さ
れ
て
一
回
、
大
気
圏

の
上
（
も
う
宇
宙
で
す
）
に
出
て
、
そ
れ
か
ら
ま
た

落
下
し
て
き
ま
す
。
そ
の
時
、
大
気
圏
を
落
下
し
、

熱
に
ミ
サ
イ
ル
が
耐
え
ら
れ
る
か
が
難
し
い
そ
う
で

す
。
多
分
、
一
回
の
発
射
に
何
百
億
円
か
か
か
り
、

ミ
サ
イ
ル
の
重
さ
も
何
百
ト
ン
か
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
巨
大
な
も
の
が
、
は
る
か
上
空
か
ら
落
ち
て

き
ま
す
か
ら
、
そ
の
衝
撃
は
も
の
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
衝
撃
の
こ
と
を
イ
ッ
ケ
ー
さ
ん
と
討
論
し
ま
し
た
。

私
な
ど
は
北
朝
鮮
が
、
ミ
サ
イ
ル
発
射
と
い
う
ニ
ュ
ー

ス
を
聞
い
て
も
「
こ
ん
な
と
き
に
北
朝
鮮
は
何
し
て
ん

だ
」
ぐ
ら
い
に
し
か
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
イ
ッ

ケ
ー
さ
ん
は
違
う
考
え
で
、
私
も
そ
の
考
え
に
納
得
し

ま
し
た
。

そ
の
衝
撃
内
容
は…

。

ち
ょ
っ
と
長
く
な
り
そ
う
な
の
で
、
次
号
の
「
ま
ど

か
」
四
〇
一
号
に
書
き
ま
す
。

お
し
ま
い
。

『
つ
ま
先
で
立
っ
て
い
る
者
は
、

長
く
立
っ
て
い
ら
れ
な
い
。

大
股
で
歩
く
者
は
、
遠
く
ま
で
行
く
こ
と

は
で
き
な
い
。
』

（
無
理
を
せ
ず
、
先
頭
を
歩
く
）

老
子

★
ク
イ
ズ
★

問
一
、
桃
の
花
は
、
今
頃
咲
く
の
で
桃
の
節
句
で
す
が
、

な
ぜ
女
の
子
の
節
句
で
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
？

問
二
、
せ
っ
く
【
節
供
・
節
句
】
と
は
、
何
で
し
ょ

う
？

問
三
、
そ
も
そ
も
「
ふ
よ
う
ふ
き
ゅ
う
」
は
、
ど
う
書

く
で
し
ょ
う
？

問
四
、
そ
も
そ
も
「
ふ
し
ょ
く
ふ
」
は
、
ど
う
書
く

で
し
ょ
う
？

問
五
、
日
本
語
の
、
そ
つ
ぎ
ょ
う
【
卒
業
】
を
英
語

で
言
う
と
、
何
で
し
ょ
う
？

問
六
、
【
内
裏
様
】
は
、
何
と
読
む
で
し
ょ
7
う
？

問
七
、
英
語
の
「good

bye

」
《
別
れ
の
あ
い
さ

つ
》
さ
よ
う
な
ら
、
ご
き
げ
ん
よ
う
の
語
源
は
、

何
で
し
ょ
う
？

問
八
、
次
の
う
ち
、
水
に
沈
む
も
の
は
、
ど
れ
で

し
ょ
う
？

①
メ
ロ
ン

②
マ
ン
ゴ
ー

③
芽
キ
ャ
ベ
ツ

問
九
、
次
の
う
ち
磁
石
に
、
く
っ
つ
く
の
は
、
ど
ち

ら
で
し
ょ
う
？

①
紙
や
す
り

②
千
円
札

問
十
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
国
旗
の
色
は
、
青
色
と
黄
色

で
す
が
、
こ
れ
は
何
を
表
し
て
い
る
で
し
ょ
う
？

問
十
一
、
【kijev

】
の
読
み
は
何
で
、
何
の
こ
と
で

し
ょ
う
？



狙いを定めて･･･

実
習
生
と
の
交
流

三
月
十
四
日
～
二
十
五
日
ま
で
尚
絅
短
期
大
学
よ
り
一

名
の
方
が
実
習
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

期
間
中
は
食
事
介
助
や
余
暇
活
動
、
ボ
ッ
チ
ャ
、
オ
セ

ロ
ゲ
ー
ム
等
で
利
用
者
様
と
交
流
さ
れ
ま
し
た
。

実
習
最
終
日
に
は
、
各
棟
で
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
を

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
、
利
用
者
様
も
他
者
と
交
流
す
る
機
会
が

減
っ
て
い
た
の
で
、
と
て
も
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
さ
れ

ま
し
た
。

余暇活動 ボッチャ

「ボッチャ」
ヨーロッパで生まれたスポーツって
知っていましたか？？
重度脳性麻痺者もしくは、同程度の四
肢重度機能障がい者のために提案され
たスポーツです!!
パラリンピックの正式種目になっていますよ。

「当たれ～」
「あーあー
行き過ぎた」など、

楽しそうに会話も弾
んでいました。



ほ
ほ
え
み
コ
ー
ナ
ー

軒
下
で
喧
し
か
り

つ
ば
め
の
子

い
つ
の
頃
よ
り
か

喧
噪
き
か
れ
ず

次
々
に
甥
や
姪
の
子
ら

結
婚
し

家
族
増
え
て

喜
ば
し
け
る

洋
子

ラ
ン
ド
セ
ル
重
く
な
い
か

カ
タ
カ
タ
と

義
忠

短
歌
・俳
句
に
興
味
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

一
緒
に
コ
ー
ナ
ー
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
方

お
待
ち
し
て
ま
す
。

ひなたぼっこ

「花は霧島～

煙草は国分～

燃えて上るは

オハラサー桜島～」

田中久子さんの歌と踊

りが始まり、楽しい時

間を過ごしました。

壁面作り

「いっぱい作ったね～」

お花紙を桜に見立てて壁面作りを行いました。
ふんわりと優しく丸めたり、つぼみはギュッ
と強く丸めたり、それぞれ工夫をして可愛い
い桜の壁面が完成しました。

2棟 デイルーム

1棟 訓練室前

2棟 壁面



編
集
後
記

プ
ロ
野
球
が
開
幕
し
ま
し
た
。
多
く
の
フ
ァ

ン
の
応
援
し
て
い
る
姿
が
テ
レ
ビ
に
映
し
出
さ

れ
、
以
前
の
日
常
生
活
が
戻
っ
て
き
た
よ
う
な

少
し
嬉
し
い
気
持
ち
で
応
援
を
し
ま
し
た
。

園
周
辺
の
桜
も
咲
き
初
め
ま
し
た
。
天
気
の

良
い
日
に
は
散
歩
に
出
か
け
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

係
で
は
利
用
者
や
保
護
者
の
皆
様
か
ら
の
投

稿
も
募
集
中
で
す
。
お
気
軽
に
事
務
所
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

一
日

辞
令
交
付
式

四
日
～

お
花
見
・
散
歩

七
日

環
境
整
備

八
日

北
斗
会
五
十
周
年
食
事
会

十
一
日

施
設
長
・
事
務
長
会
議

十
四
日

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
等
会
議

十
八
日
～

ワ
ッ
ク
ス
掛
け
（
居
室
替
え
）

二
二
日

二
十
日

運
営
委
員
会

二
五
日

職
員
研
修
会

二
九
日

昭
和
の
日

四
月
行
事
予
定

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
へ
の

対
応
に
つ
い
て

面
会
や
外
泊
な
ど
最
新
の
対
応
状
況
は
北
斗
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
又
は
星
光
園
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
感
染
予

防
の
た
め
の
措
置
で
す
の
で
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

尚
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
ビ
デ
オ
通
話
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ

ン
（
テ
レ
ビ
電
話
）
面
会
は
常
時
受
付
可
能
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
星
光
園
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ＬＩＮＥビデオ通
話を利用するには、
ＬＩＮＥホーム画
面よりこちらのＱ
Ｒコードを読み取
り、星光園をご登
録下さい。

四
、
不
織
布

五
、g

raduation[

グ
ラ
ヂ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン]

、

g
raduate[

グ
ラ
ヂ
ュ
エ
イ
ト]

六
、
だ
い
り
さ
ま

七
、
語
源

God be with you [ye]. 

の
短
縮
形
．

（
神
の
御
加
護
を
。
新
し
い
出
会
い
あ
れ
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
）g

oo
d

の
形
はG

OO
D N

IGHT

な

ど
の
類
推
。

八
、
②
マ
ン
ゴ
ー

九
、
②
千
円
札
（
磁
気
を
帯
び
た
イ
ン
ク
で
印
刷
を

し
て
い
る
そ
う
で
す
）

十
、
青
い
空
の
「
青
」
と
、
小
麦
が
実
っ
た
時
の

「
黄
色
」
で
す
。

で
も
今
は
、
空
も
、
小
麦
畑
も
灰
色
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

十
一
、
キ
ー
ウ
（
ロ
シ
ア
語
呼
称
キ
エ
フ
）
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
首
都
。
ド
ニ
エ
プ
ル
川
の
中
流
域
に
あ
る

大
都
市
。
八
世
紀
ご
ろ
か
ら
ビ
ザ
ン
ン
と
の
貿
易

で
栄
え
、
九
世
紀
末
、
キ
エ
フ
公
国
の
首
都
と
な

る
。
一
二
四
〇
年
モ
ン
ゴ
ル
に
侵
入
さ
れ
、
の
ち

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
領
有
を
経
て
、
一
六
八
六
年
ロ
シ

ア
帝
国
に
併
合
。
一
九
世
紀
末
に
は
ロ
シ
ア
革
命

運
動
の
一
中
心
と
な
っ
た
。
現
在
は
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
機
械
工
業
お
よ
び
交
通
の
中
心
。
姉
妹
都
市

は
、
日
本
の
京
都
。

※

【
姉
妹
都
市
】
＝
国
際
的
な
文
化
交
流
や
親
善
を

目
的
に
、
特
別
に
親
密
な
関
係
を
結
ん
だ
都
市
と

都
市
。

★
ク
イ
ズ
の
答
え
★

一
、
「
桃
」
と
い
う
漢
字
は
、
「
木
＋
兆
」

兆
は
、
兆
し
（
き
ざ
し
）
と
も
読
み
ま
す
。
草
木

が
芽
生
え
る
と
言
う
意
味
で
、
そ
れ
が
新
し
い
命

が
芽
生
え
る
と
い
う
こ
と
で

、
女
の
子
の
節
句

に
な
っ
た
。

二
、
人
日
（
じ
ん
じ
つ
＝
一
月
七
日
）
・
上
巳

（
じ
ょ
う
し
＝
三
月
三
日
）
・
端
午
（
た
ん
ご
＝

五
月
五
日
）
・
七
夕
（
た
な
ば
た
＝
七
月
七

日
）
・
重
陽
（
ち
ょ
う
よ
う
＝
九
月
九
日
）
な
ど

の
式
日
を
い
う
。
祝
い
の
行
事
が
あ
り
、
特
別
の

食
物
を
食
べ
る
風
習
が
あ
っ
た
。
節
日
（
せ
ち
に

ち
）
。
せ
ち
に
ち
【
節
日
】
と
も
言
っ
て
、
季
節

の
変
わ
り
目
な
ど
、
祝
い
を
行
う
日
。
元
旦
・
白

馬
（
あ
お
う
ま
）
・
踏
歌
・
端
午
・
相
撲
・
重

陽
・
豊
明
（
と
よ
の
あ
か
り
）
な
ど
の
行
事
の
あ

る
日
。
せ
つ
じ
つ
。

三
、
【
不
要
不
急
】
緊
急
の
必
要
が
な
い
こ
と
。
い

ら
な
い
こ
と
。
不
用
。


